
 

 

 

 

 

 

 

松田町立学校熱中症予防ガイドライン 

 

 

 

 幼稚園、小・中学校（以下、「学校」とする）における熱中症予防には、幼児・児童・生徒

（以下、「児童生徒」とする）が運動を適切に実施するための「熱中症予防運動指針」（公益

財団法人日本スポーツ協会 2019年５月改訂）のほかに、教員がどのような状況のときにどう

判断し行動すべきかを十分に理解しておく必要があります。 

そこで、教員一人ひとりが教育活動中のそれぞれの立場で、熱中症に適切に対応できるよ

う、「熱中症予防運動指針」に応じた教員の具体的な判断や行動の目安を示したガイドライン

を策定しました。 

このガイドラインの考え方は、松田町立学校で学ぶすべての児童生徒を対象に作成してい

ます。 

しかし、実際の対応にあたっては、それぞれの児童生徒の発達段階に応じた判断が必要な

ことは言うまでもありません。対応の際の判断には、このことを十分に留意してください。 

特に、特別支援学級在籍の児童生徒への対応にあたっては、一人ひとりの発達段階ととも

に障害の程度や特性に応じた、適切かつきめ細かな対応が必要です。 

 本ガイドラインの活用が、松田町立学校で生活する児童生徒の命と安心・安全を守る指針

となることを願っております。 

なお、本ガイドラインは、実際の場面で活用状況を検証し、今後、必要に応じて改善を図

っていきます。 
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熱中症の発生原因 

 

次の状態に当てはまる場合は、熱中症のリスクが高くなります。 

また、現代の児童生徒は、空調が整った環境で育っているため、汗腺が未発達の者

が多いと言われています。教員が大丈夫でも、汗をかきにくいことを考慮して、状況

把握に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心身の状態 

・寝不足、夏バテ等による体調不良 
・朝食抜き、昼食抜き等による低栄養状態 
・下痢、嘔吐、感染症等による脱水状態 
・休憩・休息が不足している状態(昼休みがとれていない等) 
・既往症や障害（糖尿病、肥満、心疾患、精神疾患、発達障 
害等）がある 

・もともと体力があまりない 
・体力が低下している状態 
・悩みがあったり、心的疲労が強い状態 
・物事に熱中しやすい状態 
・頑張りすぎてしまう状態 

環境 

・急に気温が上がった 
・気温や湿度が高い 
・風が弱い 
・日差しや照り返しが強い 
・締め切った体育館や空調のきいていない部屋 

 
 

行動や状況 

・激しい運動 

・慣れない運動 
・水分補給がしにくい状態 
・カフェインや糖分を多く含む飲料水の過剰摂取 
・長時間の屋外活動 
・休み明け・活動の練習の初日 
・練習が連日続いた最終日前後 

このような状況について、健康観察をしっかり行い、情報を収集・集約

し、担当教員、行事等の責任者及び管理職がしっかりと連携し、このガイド

ラインを踏まえた組織的な対応をしてください。 
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１ 日ごろの指導～熱中症の予防のための指導のポイント～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行事等における事前の準備・確認、体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童生徒の熱中症の予防のために、日ごろから教員一人ひとりが心がけな
ければならない指導のポイントは次のとおりです。 
 
１ 直射日光の下で、長時間にわたる運動やスポーツ、作業をさせることは
避けましょう。 

２ 屋外で運動やスポーツ、作業を行うときは、帽子をかぶらせ、できるだ
け薄着にさせましょう。 

３ 屋内外にかかわらず、長時間の練習や作業は、こまめに水分を補給させ
適宜休憩を設けましょう。また、終了後の水分補給も忘れないように指導

しましょう。 
４ 常に健康観察を行い、児童生徒の健康管理に注意しましょう。 
５ 児童生徒の運動技能や体力の実態、疲労の状態等を把握するように努
め、異常が見られたら、速やかに必要な措置をとりましょう。 

６ 児童生徒が心身に不調を感じたら申し出て、休むよう習慣付け、無理を
させないようにしましょう。 

７ 食事をきちんととり、休憩時間を確保するよう指導しましょう。 

行事等の前には 
・日射を遮り、氷や飲料等を準備してある救護スペースを設置しましょう。
高温になることが予想される場合は、屋内にクーラーがある休憩所や救護
スペースを用意しましょう。 

・児童生徒が給水できる環境を整えましょう。 
・活動場所にＷＢＧＴ(※下段を参照)計や温度計を備えましょう。 
・緊急対応用に、氷・スポーツドリンク・経口補水液を十分に準備しましょ
う。 

・救急体制の確認、学校医・かかりつけ医の連絡先、医療機関リスト等を準
備しましょう。 
＊急病者が集団発生することも想定して、緊急処置体制を校内外で確認し

ておいてください。 

Ｑ．「ＷＢＧＴ（Wet Bulb Globe Temperature）」とは？ 

暑さ寒さに関係する気温、湿度、輻射熱、気流の４要素を取り入れた指標で、「暑さ指

数」とも言う。 

屋外で日射がある場合：ＷＢＧＴ＝0.7×湿球温度＋0.2×黒球温度+0.1×乾球温度 

室内で日射がない場合：ＷＢＧＴ＝0.7×湿球温度＋0.3×黒球温度 



3 

３ ＷＢＧＴ計や温度計の計測の留意点 

【活動前には必ず計測】 

 

 

 

 

 

 

【活動中も忘れずに計測】 

 

 

 

【その他】 

 

 

 

 

 

ＷＢＧＴ計や温度計で定期的に温度を測りましょう！ 

 

４ 新型コロナウイルス感染症予防対策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・体育の授業や部活動、運動会・体育祭、球技大会など、屋外、屋内での運
動を伴う活動の前 

・体育館など、一つの場所に多くの児童生徒が集まるとき 
・校外学習の出発時及び学習活動の前 
・集会等の開始前 

・運動会・体育祭や球技大会、部活動等、長時間活動する場合は、１時間ごと
に計測・確認 

・計測は、機器の説明書に従う 
・グラウンドや体育館など、活動を行う場所で計測する 
・温度計を使用する場合は、湿度にも注意する 

「新型コロナウイルス感染症に対応した松田町学校再開ガイドライン」で
は、次のとおり示されています。 
 
１ 熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合は、マス
クを外してください。 
※夏期の気温・湿度が高い中でマスクを着用すると、熱中症のリスクが高く
なるおそれがあります。マスクを外す場合には、できるだけ身体的距離を

保つ、近距離での会話を控えるようにするなどの配慮をすることが望まし
いですが、熱中症も命に関わる危険があることを踏まえ、熱中症への対応
を優先させてください。 

※マスクの取り外しについては、活動の態様や児童生徒の様子なども踏ま
え、現場で臨機応変に対応することが重要です。 

※児童生徒本人が暑さで息苦しいと感じた時などには、マスクを外したり、
一時的に片耳だけかけて呼吸したりするなど、自身の判断でも適切に対応
できるように指導します。 

２ 体育の授業においては、マスクの着用は必要ありません。配慮事項等に
ついては「学校の体育の授業におけるマスク着用の必要性について」（令
和２年５月 21 日付け文部科学省事務連絡）を参照してください。 
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５ 暑さ指数（気温）ごとの教員の判断や行動の目安 

 

 

①～④は対応の順番 

 

※「環境の変化」の例 

・グラウンドに散水するなどにより、温度を下げる。 

・プールの水温が高い場合は、オーバーフローを行う等、水温を下げる。 

 

 

 

 

 

  

 
分類 管理職 学校行事等の責任者 

担当者 
（学級担任、教科担任、 

部活動顧問等） 

 

ア 屋内外で体を動かす活動 

〇原則中止（休止、延期、プロ

グラム変更等を含む）を検討

し、指示 

（体育授業は、活動場所及び 

内容の変更） 

①児童生徒の県境状態の 

情報収集 

②会場の環境状態の把握 

③行事等の中止について 

管理職に指示を仰ぐ ①活動の一時休止を指示 
②児童生徒の健康状態の把握 
③会場の環境状態の把握 
④学校行事等の責任者に報告 

 
イ 屋内の活動 

〇原則実施形式の変更 
 もしくは中止を検討し、指示 
（例） 
放送等による教室での視聴 

①児童生徒の健康状態の把握 
②会場の環境状態の把握 
③実施形式の変更もしくは 
中止について管理職に 
指示を仰ぐ 

ア 屋内外で体を動かす活動 
イ 屋内の活動 

〇原則、活動時間の短縮等 
（環境の変化※を含む）を 
検討し、適宜必要な指示 

①児童生徒の健康状態の 
情報収集 

②会場の環境状態の把握 
③活動時間の短縮等について
管理職に指示を仰ぐ 

①児童生徒への体調把握・管
理を指示 

②児童生徒の健康状態の観察 
③会場の環境状態の確認 
④学校行事等の責任者に報告 

ア 屋内外で体を動かす活動 
イ 屋内の活動 

〇状況把握に努め、 
適宜必要な指示 

①暑さにより体調不良の児童
生徒がいれば、状況の把握 

②会場の環境状態の把握 
③状況を管理職に伝える 

①児童生徒への体調把握・管
理を指示 

②児童生徒の健康状態の観察 
③会場の環境状態の確認 
④学校行事等の責任者に報告 

体育祭、球技大会、校外活動運

動部活動、体育授業 等 

始業式、終業式、全校集会 

講演会 等 
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６ 熱中症対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
熱中症を疑う症状 

 

□全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、嘔吐、頭痛などが起こる 

□足がもつれる・ふらつく・転倒する、突然座り込む・立ち上がれない 

□四肢や腹筋のけいれん（つる）と筋肉痛が起こる          等 

 
涼しい場所へ避難 

涼しい場所に移動し、衣服をゆるめて寝かせる 

言語障害の有無 

皮膚の異常なほてりの有無 

救急車（119番）をただちに要請 

あり 

町教委へ 

電話連絡 
 
 

0465-83-7023 

嘔吐や吐き気の有無 

水分摂取ができるか 

なし 

吐き気などがあり、 

自力で水分摂取できない 

□意識がない 

□応答が鈍い 

□言動がおかしい 

□汗がかけていない 

□体温異常上昇 等 

救急車要請と同時
に応急手当を行う 

・衣類を緩め、冷却を行う 

・エアコン（最強で）のきいた保健室等に収容 

・水をかけたり、濡れタオルをあてて扇風機等で 

協力に扇いだりする 

・氷やアイスバックがあれば、頸部、脇の下、 

 足の付け根などの大きい血管を冷やすのもよい 

・ホースで全身に水をかけ続ける（水道水散布法） 

 

※救急車到着までの間、積極的に体を冷やし、できるだけ 

迅速に体温を下げることができれば、救命率が上がります。 

・水分塩分を補給する 

 

■0.1～0.2％食塩水あるいはスポーツドリンク 

■熱けいれんの場合は生理食塩水(0.9％)などの 

濃いめの食塩水を補給 

自力で 

水分摂取できる 

休養と経過観察 

救急搬送、医療機関へ 症状改善の確認 

改善しない 

改善した 

学校医、かかりつけ医に連絡し 

受診準備を進めるとともに、 
同時に応急手当を行う 保護者に迎えを依頼 

経過観察を依頼 

急変した場合は、救急搬送 経過観察 
家庭 

学校 

家庭へ連絡 
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【参考】熱中症予防運動指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人日本スポーツ協会（2019年５月） 

 

  １）環境条件の評価にはＷＢＧＴ（暑さ指数とも言われる）の使用が望ましい。 

  ２）乾球温度（気温）を用いる場合には、湿度に注意する。 

    湿度が高ければ、１ランク厳しい環境条件の運動指針を適用する。 

  ３）熱中症の発症のリスクは個人差が大きく、運動強度も大きく関係する。 

    運動指針は平均的な目安であり、スポーツ現場では個人差や競技特性に配慮する。 

  ※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など 
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